
令和７年度 自己評価 まとめ 

 

      令和８年３月 自己評価チェックリストを用いて令和７年度の自己評価を行った 

  

☆今年度の評価点 

◎個人評価 

  ・月齢の低い子どもの多い年だったが、離乳食の移行など家庭と連携しながら無理なく進める 

ことができた。 

   ・担任だけでなく、自分中心となる保育の日も設けてもらい、自分の保育をアップできた。 

   ・一人ひとりに寄り添い日々の生活を見守ることができ、子どもとの愛着関係を築くことができた。    

  ・様々な技法を用いた制作活動を行うことができた。 

  ・運動会。おゆうぎ会の行事は、子ども達が楽しくできるように楽しい雰囲気を作ることができた 

  ・個々の成長に合わせてトイレトレーニング、着替えなど身の回りの事に取り組むことができた。 

  ・こどもに笑顔で関わり、気持ちに寄り添いながら保育することができた。    

   ・活動する時、遊ぶ時とメリハリのある生活を送れるように心掛け、外遊びで発散する時間を 

必ず取り入れるようにした。 

   ・製作では子どもが『自分でできる』ことを大切に考えた。    

   ・情報を共有することを心掛けた。休みの職員には次の日に伝えるようにした。  

   ・いつどこのクラスに入ってもいいように、普段から情報収集をしていて。子ども達の成長や変 

化を把握するよう心掛けた。 

   

 ◎クラス運営評価 

   ・担任以外が保育する曜日を決め、それぞれが工夫を凝らした保育を行うことができた。 

   ・連絡・相談をこまめに行うようにし、全員が園全体各クラスを知っておけるよう努力した。 

   ・月齢差があり、年度初めから活動内容の難しさを感じながらも、主担を中心に子ども一人 

ひとりに寄り添い活動していく中で、それぞれ大きく成長することができた。 

   ・クラス内で、子どもの姿、様子などその都度話をすることができ、共通認識した。 

   ・職員一人ひとりが、自分の役割を務めていた。           

   ・『言葉でも行動できる保育』がねらいだったので、自分で考え行動できるようになった。 

   ・職員間で話し合い、人手が足りないところに積極的に入ることができ、大きなケガなく安全に 

    過ごすことができた。 

                                 

 ◎園全体評価 

  ・『みんなの先生』の 3 人が、フットワーク軽く、各クラスに入ってくれてとても助かった。 

  ・主任・副主任から言われた事など、全員が知っておくよう連絡をこまめにとるようにした。 

   ・運動会が体育館で開催されたり、新園舎建築の為、通常とは違った状況の中、その都度職員 

間で相談し、協力しながら日々の保育を行うことができた。 

   ・室内外とも乱雑にならないよう整理整頓に心掛け、職員に声を掛けた。 



   ・手助けが必要な時に遠慮せずお願いしたり、分からないことを聞きやすい人間関係ができて 

いて良かった。クラスに関係なくフォローしてもらえて心強かった。 

   ・園でケガをして病院を受診する場合は、保護者に必ず連絡を入れ受診することになった。 

幼稚園に兄姉がいるため、学園での共通事項にした。 

   ・異年齢クラスとの関わりが良く見られ、０歳児の子どものお世話をしたり、優しい心を育むこ

とができた。 

   ・危険な場所には保育士を配置し、大きなケガなく 1年を過ごすことができた。 

   ・ハンカチ（個人持ち）をやめて、ペーパータオルにすることで、衛生的に手洗いが行えた。 

   ・工事が始まり、環境の変化が多くあったが、その都度保育士間で意見を出し合い、臨機応変に 

    対応合出来てよかった。 

      

 

☆今年度の課題点 

 ◎個人評価 

   ・もう少し事前の準備などしっかりしておくべきだった。 

   ・現場が忙しい時に園児の持ち物の入れ間違いや伝達事項の確認ミスなどがあり、保護者と主担 

    に迷惑をかけてしまった。     

   ・気持ちに余裕がなく、保育の幅を十分に広げることができなかった。 

   ・積極的に研修に参加しなかった。    

   ・子どもが言うことを聞かない時に、言い方がキツイ表現になることがあった。 

   ・登園受け入れで、前日の出来事を把握できておらず（前日自分が休みだった）保護者への声 

掛けが不十分な時があった。 

   ・朝、保護者から子どもの様子について口頭で伝えてもらうが、それを担任に伝え忘れることが 

あった。   

 

◎クラス運営評価 

  ・持ち物の入れ間違いがないよう、忙しいと確認がおろそかになるのでお互い声を掛けて 

   間違いを繰り返さないよう気を付けた。 

  ・同じ子どものケガが続くことが多かった。 

  ・保護者対応に出る保育士に偏りがあった。 

  ・クラスの情報を他のクラスの職員に伝え忘れることがあり、迷惑をかけた。 

   ・運動遊びがワンパターンになってしまい、もっと工夫が必要だった。 

   ・もう少し早くハサミの練習をさせたかった。   

   ・やる気になる声掛け、フォローが少ない時があった。 

 

  ◎園全体評価 

   ・行事前後のミーティングや緊急性のある場合は、話し合う機会が必要。 

   ・行事について情報が把握しきれなかったり、遅かったりして保護者からの質問があっても直ぐ 



    に答えることができなかった。 

   ・保育士の人数が多い場合、援助しすぎて子どもが甘えてやるべきことをしなくなる場面が多か 

った。 

   ・保育士同士が固まらないようにし、子どもの安全をしっかり守っていきたい。 

   ・例年より、けがや嚙みつきが多かったように思う。 

   

 

☆次年度の改善点 

 ◎個人評価 

   ・忙しい時こそ焦らず一つ一つ丁寧に対応し、声出し確認するなどしてミスを減らす。   

   ・見通しを持って行動し、様々な保育が展開できるようにしておく 

   ・研修に参加し、自園に足りないことや改善点を知り得ることができたので、今後も研修会に参 

加し意見交換など行いたい。 

   ・積極的に研修に参加し、知識を得る。 

   ・職員に声を掛け、困っていることは一緒に解決するようにする。 

   ・任された仕事は期日までに責任を持ってするようにする。    

   ・ホワイトボードももっと活用する。（報告・連絡・相談） 

   ・もっと仕事を上手に割り振りしていく。                              

 

 ◎クラス運営評価 

   ・自分の役割を把握し、それぞれが気持ちよく働けるように行動する。 

   ・しっかり情報交換し、保育がきちんとできるようにする。 

   ・自分が休んだ次の日は、前日の日誌や業務日誌をよく見るよう気をつける。（見ていなかった） 

   ・チーム内でのコミュニケーションをしっかり取るようにする。  

   ・広い目で周りを見ていき、ケガの無いようにしていく。 

   ・誰が対応しても良い雰囲気にしていく。 

   ・こまめに共有を行い、認識のズレが生じないよう努めていく。 

   ・他のクラスとの報告・連絡・相談をしっかり行う。 

   ・一人ひとりの姿をみて、時に個別対応をして、子どものやる気や芽を摘まないよう応援したい。 

   ・子ども達の様子をしっかり見渡し、書類などを書く時間を短縮し、製作準備など、他の準備な 

    ど他の作業もしっかりできるようにしていく。 

   ・保護者対応も人任せにせず、率先して対応していく。 

   ・クラスの担任が、保育をしやすい環境を作っていく。      

   ・幼稚園の先生とも連携を取っていく。 

   ・育休明けの保育士や新任の保育士と組むので、しっかりフォローできるようにする。 

   ・ピアノの練習もきちんとする。 

   ・保護者と協力しながら、こども主体で保育する。     

   ・楽しいことに偏らないよう、役割を考えるよう声を掛ける。 



    

 ◎園全体評価 

   ・できるだけミーティングの時間をもつ。 

   ・日誌や業務日誌をしっかり活用する。 

   ・子どもの歌（季節の歌）をもっと歌う機会を増やす 

   ・危険な遊具、歩行がまだ安定していない子どもには、必ず保育者が側につくようにする。 

   ・特に、休みの日の出来事は、個々が他職員としっかり連携を取りながら業務出来るようにする。 

   ・園全体がスムーズに動けるように働く。 

   ・戸外遊びの時は、必ず全員外に出て、危険な場所に就くようにする。 

   ・保護者によって対応を変えないようにする。 

   ・子ども達が困るので、主担や指示を出している人に被せて指示を出さないようにする。 

   ・子ども達が毎日楽しく登園できるような雰囲気・環境づくりをする。 

   ・病気や感染症を甘く見ている保護者がいるので、その都度自覚を持って協力してもらえるよう 

    伝える。 

   ・新卒が入ってくるので、きちんとしたことを丁寧に伝えていく。 

    

 

 ☆特記 

   ・新しいクラスとなり、保育士との信頼関係を築いていけるよう一人ひとりのペースに合わせる 

   ・四季を感じながら、室内・外・地域とのかかわりを持ちたい。 

   ・子ども達が楽しめる音楽や、運動遊び 

   ・職員の得意分野を生かした保育 

   ・保育者とのふれあい遊び 

   ・月齢差がありすぎるので、保護者と連携を取りながら、その子に合った保育をしていきたい。 

   ・ヨコミネ式もいいが、くれよん保育園としての体力づくり・体幹づくりをしていく。 

   ・歌ももっと歌っていく。 
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